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第二アリアンサ鳥取村入植100周年記念式典及び
ブラジル鳥取県人会創立75周年記念行事について

ブラジル連邦共和国・第二アリアンサ鳥取村への入植100周年及びブラジル鳥取県人会創立75周年を迎えるにあたり、深澤市長、星見市議会議長を代表とする鳥取市訪問団が、現地で開催される記念式典等に出席し、関係者との交流を深めます。

１．日時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和8年7月22日（水）～7月29日（水）

２．訪問場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ブラジル・第二アリアンサ鳥取村及びサンパウロ市内

３．訪問者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　鳥　取　市：深澤鳥取市長、渡邉企画推進部長、藤田都市交流係長
　鳥取市議会：星見市議会議長、一村議会事務局長　　　　　　　　　　　　　計5名
※その他、鳥取県関係訪問団、米子市関係訪問団、鳥取ブラジル友好協会も参加する予定

４．内容（主な日程）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・7月23日（木）日本移民開拓先没者慰霊碑参拝、ブラジル日本移民史料館視察
・7月25日（土）第二アリアンサ鳥取村入植100周年記念祝賀会
・7月26日（日）ブラジル鳥取県人会創立75周年記念行事
・7月27日（月）サンパウロ鳥取友好の森視察

＜第二アリアンサ鳥取村の概要＞
１９２４年（大正13年）に信濃海外協会がサンパウロ州ミランドポリス郡に5,500町歩（1町歩＝1万㎡）の土地を購入して移住者を派遣。これに続き、鳥取県海外協会、熊本海外協会、富山県移民協会などが相次いで隣接地に土地を購入し、一大移住地を形成。１９２６年（大正１５年）に鳥取県も3,000町歩の土地を購入し移住者を派遣。「アリアンサ」とはポルトガル語で「協同・同盟」を示す。
【現在の第二アリアンサ鳥取村】
（1）世帯数　　約４１世帯　約117人（うち鳥取県関係は2世帯4人）
（2）代表者等　第二アリアンサ鳥取村日本自治会　
会長　前田（まえだ）・ヒカルド・卓久（たくひさ）氏
　　　　　　　
＜ブラジル鳥取県人会の概要＞
　　　　設立は1952年（昭和27年）。鳥取大火への義捐金を集める活動がきっかけとなり発足。今年は、74年にあたる。第二アリアンサ鳥取村入植記念式典に合わせるため、75周年記念行事を1年早めて開催。
　　　　（1）所在地　サンパウロ市　（2）会長　村信政幸（むらのぶ　まさゆき）氏　R7年～
　　　　（3）会員数　約１１０家族
　　　　（4）活動状況　各種記念行事、催し物等の開催、母県との各種交流事業など

５．その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　市長国外公務出張に伴い、令和８年７月２２日から同月２９日までの８日間、松本副市長が市長の職務を代理することになります。
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